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1	 はじめに

北海道からカムチャツカをつなぐ千島列島は、旧石器
文化からはじまり、アイヌ文化に至るまでの人類活動史
について空白の研究領域であり、基礎的なデータが欠落
している地域である。しかも、北海道の先史文化あるい
はアイヌ文化の研究にとって、東の千島ルートは北のサ
ハリンルートと同様に北海道で異文化の交差･接触を明
らかにできる要素をもっている。そこには、歴史的な画
期や文化的な変容、過去の自然環境の変遷、自然資源の
活用史など、千島列島における歴史･文化の解明につな
げる基礎的研究の推進が重要となってくる。

千島列島を含めた北方四島の研究は、「北方文化共同
研究事業」の一環として、2005年（平成17）～2009年

（平成21）にかけて本格的に取組むこととした。右代･
鈴木ほか（2008、2010）は、この研究で歴史･文化資
源の活用の可能性を探ることを目的に国後島古釜布郷土
博物館の収蔵資料を中心とする先史文化の遺跡群の時代
性と文化遺産の活用について明らかにしてきた。さらに、
そこで北海道や北方四島の先史文化資源をつうじた文化
交流や歴史教育の推進、観光資源への活用など様々な展
開が期待できることを指摘した。このことを実現するた
めには、遺跡や史跡などの埋蔵文化財の基礎的研究が必
要であり、人類が遺した文化遺産を調査し、時代、種類、
規模などを記録することや歴史認識をロシア側の研究者
と共通のものにすることが求められる。そこには、北方
四島の領土問題をこえる地域史や民族学的研究はもとよ
り、日本史や世界史にまで展開できる重要な文化遺産が
存在するからである。

この研究成果を踏まえ、2010年（平成22）～2013年
（平成25）まで「北方四島の先史文化研究と博物館交流
の基礎づくり」として研究プロジェクトを立上げ実施し
てきた。また、外部資金として科学研究費補助金（基盤

研究B）「千島列島における先史文化の考古学的基礎研
究-特に北方四島を中心に-」（研究代表者：右代啓視）、
科学研究費助成基金助成金（基盤研究C）「古代日本列
島北部地域における文化集団の移動に関する基礎研究」

（研究代表者：鈴木琢也）などを使用し実施してきた。
右代･鈴木ほか（2011、2012、2013、2014、2015）は、
この研究プロジェクトを中心に北方四島における先史文
化の基礎データの収集のため、国後島と色丹島での遺跡
調査と、国後島古釜布郷土博物館を拠点とする北方四島
の郷土史、民族学、民俗学、歴史学などの専門家との学
術交流を進めた。この研究成果として、第一に、国後島、
色丹島の現地調査により遺跡の分布やその特性などの基
礎データを収集することができた。国後島では65カ所、
色丹島では22カ所の遺跡を確認した。これは戦後はじ
めての大きな成果であり、両島の未調査地域を調査する
ことで、さらに遺跡数が増えることを指摘してきた。ま
た、千島アイヌに関する現地調査や国内調査を実施し、
特に千島アイヌの特徴的な民族資料として、国内に現存
する植物製民具であるテンキを集成し、基礎的なデータ
を報告した。第二に、学術的な交流をつうじ、文化遺産
の重要性、歴史認識など両地域間の博物館交流を積極的
に進めてきた。この内容は北方四島の専門家との共通課
題として、北海道と北方四島の「歴史･文化･自然環境の
活用」をテーマに、文化財保護、史跡･遺跡、博物館な
どの調査をつうじ、博物館の運営や経営、持続可能な管
理体制、文化財保護の実態、先史文化を含む北海道史な
ど多くの情報を提供し、将来に向けた両地域の歴史･文
化活動について議論してきた。特に、アイヌ民族の歴
史･文化については、北海道の各地域の博物館に収蔵さ
れている民族資料や有形･無形文化財の保存･保護の状況、
または伝承活動の状況などを共同で調査した。この学術
交流をつうじ、歴史･文化の認識、文化財保護の思想、
博物館の資料管理、展示手法、教育普及活動などの運営
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や経営など、共通する多くの視点が持てたことが最大の
成果である。例えば、北方四島と知床半島の歴史･文化･
自然などは共通する環境にあることから、人類が共有し
なければならない文化遺産がこの地域、または千島列島
全域に存在することなどの認識がもてた。さらに、
2010年（平成22）から遺跡や史跡を活用した文化財保
護と歴史学習として、国後島の小学生が遺跡の草刈りを
行い、現地で先史文化の歴史学習などが実施されるよう
になった。このように、学術交流で得た成果が学校教育
や社会教育の現場で積極的に運用されるようになった。

このように、北方四島では様々な制限があるなか研究
成果を着実にあげてきた。さらに研究を発展させるため、
新たに「北方四島の考古学研究」とした総合研究プロ
ジェクトを立上げ、2015年（平成27）から4カ年の計
画で本研究を実施することとした。本研究は、北方四島
を含めた千島列島の人類活動史を総合的に明らかにする
ことを大きな視座として、特に北方四島の先史文化を同
島の研究者と共同研究することで共通の認識をもつこと
が第一の目的である。第二に、この研究プロジェクトを
つうじ学術交流を進め、両地域の博物館交流や歴史認識
をさらに深め、学術交流の友好関係を進展させることを
目指すものである。

ここでは、2016年（平成28）に実施した北方四島の
第Ⅱ次学術調査と調査で得た資料の分析について、考察
を加え報告するとともに、北方四島の専門家を招聘して
実施した学術交流について報告する。

2	 北方四島の遺跡調査

北方四島での考古学的調査は、2005年（平成17）～
2014年（平成26）にかけて継続的に研究を進めてきた。
これまでの北方四島の考古学的調査は、右代･鈴木ほか

（2008、2010、2011、2012、2013、2014、2015） で、
その成果を報告してきたところである。そのなかで千島
アイヌのテンキの物質文化的な研究では、アリューシャ
ン列島、さらには北米大陸との文化的な交流、民族的な
接触で成立する可能性を指摘してきた。さらに、右代

（2014a、2014b）は、千島列島に北方四島を含めた先
史文化について、国後島と色丹島の先史文化をみると連
綿と文化が築かれていたわけではなく、後期旧石器文化、
縄文文化、続縄文文化、擦文文化、オホーツク文化と、
その文化のなかでも限られた時期にしか遺跡が存在しな
いことを総括的に指摘した。また、北方四島には、カム
チャツカ半島地域の物質文化の影響を受けた遺物がみら
れることを指摘するとともに、確実に中部千島までは縄
文文化晩期、続縄文文化の遺跡が存在すること、さらに
オホーツク文化は北千島まで拡がりをもつこと、アイヌ

文化はこの地域に特徴的にみられる内耳土器がカムチャ
ツカ半島南部まで拡がりをもつこと、チャシ･コツは北
千島まで拡がりをもつことを指摘してきた。さらに、鈴
木（2011、2016a、2016b）は、これまで実施してき
た北方四島の学術データを基に古代･中世にかけての北
方交易のルートを明らかにしてきた。

これらの研究成果を基に、新たに進める本研究の北方
四島の現地調査は、これまでと同様に内閣府、外務省を
はじめ、北方四島交流北海道推進委員会などとの協力、
連携をはかり「ビザなし交流・専門家交流事業」の枠組
みのなかで実施することとした。特に、北方四島の国後
島、色丹島の未調査地域、未調査の択捉島、歯舞群島の
調査を積極的に取組むこととし、4カ年の現地調査を実
施することとした。

2015年（平成27）の第Ⅰ次学術調査の成果は、国後
島中部太平洋側海岸域で、新たに縄文文化期、続縄文文
化期、擦文文化期の6カ所の遺跡を明らかにした。さら
に、北方四島には黒曜石の産地がないため、遺跡から採
集した試料の産地推定の分析を行い黒曜石の流通ルート
について検討を行った。方法は、黒曜石の北海道産、カ
ムチャツカ産のデータと北方四島の遺跡から採集した黒
曜石データを比較分析し、このデータで流通ルートを検
討した。この結果、国後島と色丹島の石器類は、北海道
の白滝産、置戸産に限られた黒曜石を素材として利用し
ていたことを明らかにした（右代･鈴木ほか 2016）。学
術交流の調査では、北海道博物館をはじめ小樽、余市の
博物館、史跡･文化財、歴史･文化などの調査を実施した。

ここに報告する第Ⅱ次学術調査は、北海道博物館の
2016年（平成28）の研究プロジェクトとして、択捉島
と国後島の調査を実施したものである。択捉島の調査は、
戦後はじめての学術調査であり、5月27日～5月30日に
かけて、オホーツク海側の別飛と紗那、ナヨカの地域で
実施した。国後島は、9月15日～9月19日にかけて、国
後島中部太平洋側の未調査地域と古釜布大岬の海岸で発
見された岩面刻画の調査を実施した。

この調査で新たに発見した遺跡は、次のとおりである
（図1、図3、表1、表2･3）。

（1）	択捉島の遺跡調査
択捉島は千島列島の中でも最大の島で国後島の東部に

位置し、全長は約214km、面積は約3,166km2で、北東
から南西に細長い島である。国後島と択捉島の間には国
後水道、ウルップ島と択捉島の間には択捉海峡がある。

この島の湖沼は火口湖と海跡湖がみられ、主な湖沼は
北東から蘂取沼（1.02km2）、トウロ沼（1.31km2）、瀬
石沼、紗那沼（2.71km2）、留別沼、ラウス沼（1.41km2）、
年萌湖（4.25km2）、キモン沼、ポン沼、レブン沼、ヤ
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ンケ沼、キモンマ沼（1.45km2）、内保沼（2.56km2）、
得茂別湖（5.71km2）である。

このように水資源は豊富であり、河川も発達している。
主な河川は北東から茂世路川、比良糸川、蘂取川、平石
別川、戸坂別川、尾渡川、別様川、温泉川、中川、アン
コロ川、ナヨカ川、紗那川、有萌川、振別川、内保川、
ラウス川、留別川、老門川、年萌川、伏古川、黒木内川、
恩根別川、ウエンベツ川、丁寧川、オワタリ川、ポロポ
ロ川、白イ川、具谷川、中川、野塚川、ベウンペツ川、
内保川、オフイベツ川、得茂別川、ユウガウシ川があり、
沢地形も多く発達している。

また、択捉島は千島列島を構成する火山地帯の一部で
あり、北東から神威岳（標高:1,323ｍ）、ラッキベツ岳

（標高:1,200ｍ）、茂世路岳（標高:1,124ｍ）、硫黄岳
（ 標 高:981ｍ ）、 焼 山（ 標 高:562.3ｍ ）、 背 卸 山（ 標
高:564.5ｍ）、長根山（標高:485.2ｍ）、御陪聳山（標
高:515ｍ）、天幕山（標高:592ｍ）、岩山（標高:712ｍ）、
蘂取岳（標高:852.4ｍ）、木曽谷山（標高:648ｍ）、乙今
牛山（標高:796.5ｍ）、ホロス山（標高:465.8ｍ）、留茶
留山（標高:437ｍ）、北散布山（標高:1,561.1ｍ）、散布
山（標高:1,587.3ｍ）、小登山（標高:351.1ｍ）、指臼山

（ 標 高:1,128ｍ ）、 三 角 山（ 標 高:545ｍ ） 大 山（ 標
高:781.8ｍ）、丸山（標高:720ｍ）、摺鉢山（標高:634
ｍ ）、 小 田 萌 山（ 標 高:1,208ｍ ）、 烏 帽 子･焼 山（ 標
高:1,147ｍ）、本登山（標高:953ｍ）、ポンノボリ山（標
高:481ｍ）、年萌大山（標高:720ｍ）、年萌丸山（標
高:385ｍ）、恩根登山（標高:1,422ｍ）、恩根丸山（標
高:866.9ｍ）、阿登左岳（標高:1,209ｍ）単冠山（標
高:1,634ｍ・連山）、西単冠山（標高:1,629ｍ）、クマネ
シリ山（標高:671.6ｍ）、オンアネノボリ山（標高:743.8
ｍ ）、 六 甲 山（ 標 高:770.7ｍ ）、 ベ ル タ ル ベ 山（ 標
高:1,221ｍ）などの山岳が発達している。

海域では、千島海流（寒流）と日本海流（暖流）がぶ
つかりあうことから、サケ、マス、タラ、ハナサキガニ、
タラバガニなどの海洋資源が豊富で、江戸時代末からニ
シン、サケ、マス漁の漁場がひらかれていたことが知ら
れている。また、クジラをはじめとするトドやオットセ
イ、アザラシ、ラッコなどの海獣類も多く生息している。

このように自然環境が豊かな島であり、現在の択捉島
にはロシア人約6,000人が居住し、島の中心は紗那に置
かれ、ウルップ島を含めサハリン州クリル地区行政府の
管轄下におかれている。また、紗那の南部と北東部は、
自然保護地区に指定されている。近年、紗那の地域は、
2007年（平成19）からはじまった「クリル諸島社会経
済発展連邦特別プログラム」である新クリル発展計画で
文化施設や住宅、インフラの整備が進められ、学校、幼
稚園、病院、文化会館（図書館、博物館、体育館、プー

ル、映画･コンサートホールなどからなる総合的な施設）
が新築された。また、インフラでは、道路、港湾、空港
などの産業基盤の整備が進んでいる。この新クリル発展
計画にともない、遺跡が破壊されたものや行政発掘調査
も実施されている。島の遺跡は、自然保護地区が設定さ
れていることからも遺跡全体の保存状態が良く、これま
で発見されていない遺跡も多く存在する。

本調査は、択捉島紗那郷土博物館ヴィノグラドヴァ,V.
M.学芸員と択捉島紗那図書館エフチゥシェンコ,N.I.館
長と共同で、択捉島中部オホーツク海側の別飛とナヨカ
の地域で実施した（図1-1、図2、表1）。
①別飛温泉川左岸河口1遺跡

この遺跡は、択捉島中部、オホーツク海側に発達する
標高約4～5ｍの砂丘上に位置し、遺跡は温泉川の左岸
上にある（図1-1、図2、表1-1、写真1-1）。遺跡の位
置は、北緯45°15′49″、東経148°02′20″である。ここで
は、インフラ整備にともなう砂丘からの砂取りで遺跡が
破壊され、遺物が散乱した状態で確認できる（図2）。
ここから土器12点、フレーク1点を採集したが、遺構は
確認できなかった。遺跡の性格は遺物包蔵地であるが、
かつて竪穴住居址があった可能性がある。遺跡の時期は、
採集遺物から続縄文文化とオホーツク文化の時期と考え
られる。

採集した主な遺物は、次のとおりである。
1 ）土器は、図7-1～7に示した （写真4-1～7）。図

7-1は、続縄文文化の下田ノ沢2式土器で深鉢の胴部片
である（写真4-1）。図7-2～7は、オホーツク式土器で
甕の胴部片である（写真4-2～7）。このオホーツク式土
器片は短刻文が主体に施されもので、その特徴から右代
編年のオホーツク文化後期の7世紀中～8世紀中（Ⅱ-a
期）に位置づけられる（右代 1991）。
②別飛温泉川左岸河口2遺跡

この遺跡は、択捉島中部、オホーツク海側に発達する
標高約7～8ｍの砂丘上に位置し、遺跡は温泉川の左岸
上にある（図1-2、図2、表1-2、写真1-2）。遺跡の位
置は、北緯45°15′52″、東経148°02′10″である。遺跡は
現在の別飛住宅街の南側縁辺であり、住宅街の道路で遺
跡が破壊され、遺物が散乱した状態で確認できる（図2）。
ここから土器56点、フレーク5点を採集したが、遺構は
確認できなかった。遺跡の性格は遺物包蔵地であるが、
道路や住宅で竪穴住居址が破壊された可能性がある。時
期は、採集遺物から続縄文文化（後半）とオホーツク文
化（前期後半から後期）、擦文文化（トビニタイ）の時
期と考えられる。

採集した主な遺物は、次のとおりである。
1 ）土器は、図7-8～16、図8、図9に示したものであ

る（写真4-8～32、写真5-1～16）。図7-8～10は、続縄
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文文化の後北C2･D式土器で深鉢の口縁部片と胴部片で
ある（写真4-8～10）。この土器片の時期は、3～4世紀
に位置づけられる。

図7-11～16、図8、図9-1～3は、オホーツク式土器
である（写真4-11～32、写真5-1～3）。図7-11は、口
縁部片で爪形文が施され肥厚帯を有する（写真4-11）。
図7-12は、胴部片で櫛目文が施されている（写真4-12）。
これらの特徴から右代編年のオホーツク文化前期の7世
紀ころ（Ⅰ-b期）に位置づけられる。図7-13は、胴部
片で沈線文と刻文の複合文が施され、右代編年のオホー
ツク文化前期の8～9世紀初頭（Ⅰ-c期）に位置づけられ
る（写真4-13）。図7-14～16と図8-1～3は、口縁部片
と胴部片で短刻文を主体とし、この特徴から右代編年の
オホーツク文化後期の7世紀中～8世紀中（Ⅱ-a期）に
位置づけられる（写真4-14～19）。図8-4･5は、口縁部
片で貼付文と擬縄貼付文が施され、その特徴から右代編
年のオホーツク文化後期の8世紀ころ（Ⅱ-b期）に位置
づけられる（写真4-20･21）。図8-6～11は、口縁部片
と胴部片で貼付文が施され、オホーツク文化後期の9世
紀ころ（Ⅱ-c期）に位置づけられる（写真4-22～27）。

図8-12～16は無文の口縁部片で、土器の胎土や焼成の
特徴からⅡ-c期末と考えられる（写真4-28～32）。また、
図9-1～3の底部は、Ⅱ-ｂ期～Ⅱ-c期に位置づけられる
ものである（写真5-1～3）。

図9-4～16は、トビニタイ土器の口縁部片と胴部片で
ある（写真5-4～16）。図9-4～12は貼付文と擬縄貼付
文が施され、貼付文が細く、断面が四角くなることなど
から右代編年T-b期の10世紀中ころに位置づけられる

（写真5-4～12）。図9-13～16は、貼付文と擦文土器に
みられる鋸歯文がみられ、この特徴から右代編年T-ｄ期
の12世紀ころに位置づけられる（写真5-13～16）。
③別飛温泉川左岸竪穴群遺跡

この遺跡は、択捉島中部、オホーツク海側に発達する
海岸段丘、標高約10～12ｍの台地上に位置し、遺跡は
温泉川に切られる台地上にある（図1-3、図2、表1-3、
写真1-3）。遺跡の位置は、北緯45°15′32″、東経148°
01′53″である。ここでは、竪穴住居址24軒を確認した

（図2）。竪穴住居址の形状は円形とフライパン形である。
円形の規模は、径約5～3.5ｍで、深さは約1～1.5ｍで
ある。フライパン形の規模は、径約11～7ｍで、深さは

図1　択捉島の遺跡分布（国土地理院、数値地図50,000（地図画像）、北方四島の一部を使用）

0 20 ㎞

択捉島

オホーツク海

太   平   洋

７ ヤンケトウ１遺跡
８ ヤンケトウ2遺跡

４ 別飛温泉川左岸段丘遺跡

６ 別飛砂丘遺跡
3 別飛温泉川左岸竪穴群遺跡
5 別飛温泉川右岸遺跡
１ 別飛温泉川左岸河口１遺跡
２ 別飛温泉川左岸河口２遺跡
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約1～1.5ｍである。時期は、竪穴住居址の形状から縄
文文化～続縄文文化の時期と考えられる。遺物の採集は、
できなかった。遺跡の性格は集落址であり、温泉川に
沿って集落が発達し瀬石沼にいたる立地環境に位置して
いる。
④別飛温泉川左岸段丘遺跡

この遺跡は、択捉島中部、オホーツク海側に発達する
海岸段丘、標高約40～50ｍの台地上に位置している（図
1-4、図2、表1-4、写真1-4）。遺跡の位置は、北緯45°
15′29″、東経148°01′18″である。ここでは、竪穴住居址
7軒を確認した（図2）。竪穴住居址の形状は円形とフラ
イパン形である。円形の規模は、径約5～4ｍで、深さ
は約1ｍである。フライパン形の規模は、径約7～6ｍで、
深さは約1～1.5ｍである。時期は、竪穴住居址の形状
や採集遺物から縄文文化（中期末～後期初頭）、続縄文
文化（前半）の時期と考えられる。

この遺跡は、新たに道路を整備したことで竪穴住居址
が破壊され、かつての竪穴住居址の数は現状より数軒多
かったことが推測される。遺跡は道路整備により竪穴住
居址が切られ、海側の道路露頭で2軒を確認することが
できた。この露頭から土器9点、石器2点を採集した。
遺跡の性格は、集落址である。　

採集した主な遺物は、次のとおりである。
1 ）土器は、図10-1～8に示したものである（写真

5-17～24）。図10-1･2は、縄文文化中期末から後期初
頭 の 北 筒 式 土 器 の 胴 部 片 と 底 部 片 で あ る（ 写 真
5-17･18）。

図10-3～8は、続縄文文化の下田ノ沢2式土器の口縁
部片と胴部片である。この土器の時期は、続縄文文化前
半の紀元前後ころに位置づけられる（写真5-19～24）。

2 ）石器は、図10-9･10に示したものである（写真
5-25･26）。図10-9は頁岩（Shale）製の石鏃である。
計測値は、長さ2.9㎝、幅1.5㎝、厚さ0.2㎝、重さ0.8ｇ

である（写真5-25）。図10-10は頁岩製のナイフ（破損
品）である。計測値は、長さ4.6㎝、幅3.1㎝、厚さ1.0
㎝、重さ13.5ｇである（写真5-26）。
⑤別飛温泉川右岸遺跡

この遺跡は、択捉島中部、オホーツク海側に発達する
海岸段丘、標高約10～12ｍの台地上に位置し、遺跡は
温泉川に切られる台地上にある（図1-5、図2、表1-5、
写真1-5）。遺跡の位置は、北緯45°15′24″、東経148°
02′01″である。この遺跡は、温泉川をはさむ対岸に別飛
温泉川左岸竪穴群遺跡がある（図2）。別飛に居住して
いるエフチゥシェンコ館長によると、数は少ないが別飛
温泉川左岸竪穴群遺跡と同様の竪穴住居址があるという。
同遺跡には温泉川の増水のため渡れなかったが、温泉川
の対岸側から数軒の竪穴住居址の窪みが確認できる。正
確な竪穴住居址の軒数は確認できなかった。遺跡の時期
は別飛温泉川左岸竪穴群遺跡と同様の縄文文化～続縄文

図2	 択捉島別飛周辺の遺跡分布
	 （国土地理院、数値地図50,000（地図画像）の択捉島別飛の一部

を使用）

0 500m

別飛砂丘遺跡

温泉川左岸河口 1遺跡
温泉川左岸河口 2遺跡

温泉川左岸竪穴群遺跡

温泉川右岸遺跡

温泉川左岸段丘遺跡

表１　択捉島の遺跡一覧

番
号 遺跡名

遺跡の時期

遺構 出土遺物 備考
旧
石
器

縄
文
草
創
期

縄
文
早
期

縄
文
前
期

縄
文
中
期

縄
文
後
期

縄
文
晩
期

続
縄
文

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化

擦
文
文
化

ア
イ
ヌ
文
化

1 別飛温泉川左岸河口1遺
跡 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 遺物包蔵地 下田ノ沢式土器、オホーツク式土器、石器類 2016年調査

2 別飛温泉川左岸河口2遺
跡 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ 　 遺物包蔵地 後北C2･D式土器、オホーツク式土器、トビニタイ土器、石器類 2016年調査

3 別飛温泉川左岸竪穴群遺
跡 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　

遺物包蔵地 
（円形、フライパン
形24）

　 2016年調査

4 別飛温泉川左岸段丘遺跡 　 　 　 　 　 ○ 　 ○ 　 　 　
遺物包蔵地 

（円形、フライパン
形7）

北筒式土器、下田ノ沢式土器、剥片（黒曜石） 2016年調査

5 別飛温泉川右岸遺跡 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 竪穴住居址 　 　

6 別飛砂丘遺跡 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 墓 2014年に砂丘の崩れで人骨と墓標を確認。現地で埋葬。 2016年調査

7 ヤンケトウ1遺跡 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 竪穴住居址
（円形6）

続縄文土器、石器類 2016年調査

8 ヤンケトウ2遺跡 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 竪穴住居址
（円形7）

温根沼式土器、石器類 2016年調査
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文化の時期と考えられる。遺跡の性格は、集落址と考え
られる。
⑥別飛砂丘遺跡

この遺跡は、択捉島中部、オホーツク海側に発達する
標高約15～6ｍの砂丘上に位置し、遺跡は現在の街の中
心、海に接する外側の砂丘上にある（図1-6、図2、表
1-6、写真1-6）。遺跡の位置は、北緯45°16′01″、東経
148°02′02″である。ここでは、インフラ整備にともなう
砂取りで遺跡が破壊されものと考えられる。遺物の散布
は確認できなかったものの、2014年に砂取りによる砂
丘の崩れで人骨が発見され、木製の墓標が確認されてい
る（図2-6）。人骨は現地の別の場所に埋葬したと、エ
フチゥシェンコ館長から情報をえた。

遺跡の性格は墓域であり、時期はアイヌ文化の時期と
考えられる。また、人骨が発見された砂丘は、標高約3
ｍの砂層に厚さ5cmの火山灰層が確認でき、これより上

位の砂層は風性堆積であった。火山灰の噴出火山や年代
は現在特定していないが、択捉島や国後島では18～19
世紀にかけ火山活動が活発であったことからも、今後も
課題として明らかにしていきたい。
⑦ヤンケトウ1遺跡

この遺跡は、択捉島中部、オホーツク海側に発達する
海岸段丘、標高約25～30ｍの台地上に位置し、遺跡は
ナヨカから北へ約8kmにある（図1-7、表1-7、写真
1-7）。遺跡の位置は、北緯45H°17′39″、東経147°52′
20″である。ここでは、竪穴住居址6軒を確認した。竪
穴住居址の形状は円形である。円形の規模は、径約5～
3.5ｍで、深さは約1ｍである。時期は、採集遺物から
続縄文文化の時期と考えられる。遺跡の性格は集落址で
あり、遺跡が位置する海岸段丘の北側に小河川があり立
地環境としては良好である。遺跡に接する道路の露頭か
ら土器5点を採集した。遺跡の性格は集落址である。

図3	 国後島の遺跡分布
	 （59:マイアチヌィ川河口遺跡、60:ベスノイマイアチヌィ川河口遺跡は、遺跡の位置を未確認である。
	 国土地理院、数値地図50,000（地図画像）、北方四島の一部を使用）
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0 ２0㎞

国後島

62 ニキショロ湖西岸遺跡

51 アリゲル湖岸遺跡

20 東沸川河口遺跡

19 東沸湖岸遺跡

2 オタベツ遺跡

3 ポドソブヌィ川河口遺跡

4 安渡移矢岬遺跡

9 近布内遺跡

5 シラヌカドマリ遺跡

東ピロク湖

西ピロク湖

爺爺岳

ルルイ岬

6 チノミノチ遺跡

7 留夜別村ウエンチャシュー

67 チクニ川左岸台地遺跡

音根別川

新場川

安渡移矢岬

1 新場川河口遺跡

10 古釜布砂丘遺跡

古釜布沼

古釜布川

大崎
12 古釜布大崎遺跡

13 古釜布市街地周辺

11 古釜布湖岸遺跡

15 ポンキナシリ遺跡
16 ボッケチャシ

ボッケ岬

18 東沸湖畔遺跡東沸湖

22 東沸湖フブシ岬チャシ

24 東沸湖チャランケウシチャシ
23 東沸湖チャランケウシ遺跡

25 東沸川南方のチャシ

21 東沸墓跡(遺跡)

17 ボッケ岬遺跡

14 古釜布小学校校庭遺跡

シロマンベツ川泊川

28 泊川河口遺跡
27 ウエンナイ遺跡

29 泊村警察署遺跡

31 ゼンベコタンチャシ
30 エカンコタン遺跡

33 ゼンベコタン遺跡
32 センチャシ

ケラムイ湖

ケラムイ岬

ハッチャス崎
ソウスベツ川

37 古丹消遺跡

一菱内湖

38 小田富遺跡
39 小田富チャシ

40 秩苅別ローソク岩遺跡

アイリンスカヤ湖

45 秩苅別川左岸遺跡
46 秩苅別川河口左岸遺跡

49 ヤイタイコタン遺跡

41 秩苅別チャシ
42 秩苅別特別教授場グランド遺跡
43 秩苅別アイヌの山遺跡
47 フシココタン川河口遺跡
44 秩苅別花見の丘遺跡
48 温泉の沢遺跡

オンネ湖

ニキショロ湖

アリゲル湖

50 ニキショロ海岸遺跡

53 ニキショロ湖金比羅山チャシ（遺跡)

54 ニキショロ湖沼口遺跡

56 トショロ遺跡

55 カムイチャシ

58 大滝村チャシ

泊山

羅臼山

エピカラウス山

摺鉢山

円山

ルルイ岳

ノツエト崎

ポン湖

小羅臼山

円山

61 ニキショロ湖沼口砂丘遺跡

52 ニキショロ湖南岸(湖岸)遺跡

34 米戸賀村
　　ムシチャシ

35 ソウベツ川
　　河口遺跡

36 米戸賀村カムイ
　　チセチャシ

57 シベトロ遺跡

63 古釜布沼南岸遺跡

26 シロマンベツ川左岸遺跡

65 シロマンベツ川河口右岸台地遺跡
64 シロマンベツ川河口左岸遺跡

 8 ウエンナイ遺跡

66 チクニ川右岸台地遺跡

71 代々別川右岸台地遺跡
68～70 オボロセ台地１～３遺跡

77 東沸川左岸１遺跡
78 東沸川左岸２遺跡

76 古釜布大崎東海岸岩面刻画

72 植古丹チャシ
73 植古丹段丘遺跡

74 キナカイ川左岸遺跡
75 キナカイ川右砂丘遺跡

79 ウラロクシベツ遺跡

80 ヤイタイコタン2遺跡
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採集した主な遺物は、次のとおりである。
1 ）土器は、図11-1に示したものである（写真6-1）。

この胴部片には、斜行縄文が施され、この特徴から続縄
文文化の時期に位置づけられる。
⑧ヤンケトウ2遺跡

この遺跡は、択捉島中部、オホーツク海側に発達する
海岸段丘、標高約25～30ｍの台地上に位置し、遺跡は
ナヨカから北へ約5kmにある（図1-8、表1-8、写真
1-8）。遺跡の位置は、北緯45°16′45″、東経147°52′15″
である。ここでは、竪穴住居址7軒を確認した。竪穴住
居址の形状は円形である。円形の規模は、径約7～5ｍで、
深さは約1～1.5ｍである。時期は、採集遺物や竪穴住
居址の形状から縄文文化前期と考えられる。遺跡の性格
は集落址である。遺跡周辺の道路や露頭から土器3点、
石器5点を採集した。遺跡の時期は、採集した遺物から
縄文文化前期に位置づけられる。

この遺跡では、2014年（平成26）にサハリン州で遺
跡保護のため、1軒の竪穴住居址を発掘している。同遺
跡の内陸500ｍに砂利工場が建設され、この遺跡周辺の
岩石を採取し加工する骨材生産が進められていることが
発掘の原因となったものと考えられる。これは「新クリ
ル発展計画」に関連するものと考えられ、この事業にと
もなう遺跡破壊は今後も続くものと考えられる。　

採集した主な遺物は、次のとおりである。
1 ）土器は、図11-2･3に示したものである（写真

6-2･3）。この土器は、縄文文化前期の温根沼式土器と
考えられる胴部片で、土器の胎土に植物性繊維を含む特
徴がみられる。

2 ）石器は、図11-4～8に示したものである（写真
6-4～8）。図11-4は頁岩（Shale）製の石鏃（破損品）
で、計測値は長さ3.1㎝、幅1.0㎝、厚さ0.4㎝、重さ1.1
ｇである（写真6-4）。図11-5は頁岩製のスクレーパー

（破損品）で、計測値は長さ2.8㎝、幅1.5㎝、厚さ0.5㎝、
重さ1.5ｇである（写真6-5）。図11-6は頁岩製の石錐で、
計測値は長さ3.6㎝、幅3.4㎝、厚さ0.7㎝、重さ3.7ｇで
ある（写真6-6）。図11-7は安山岩質玄武岩（Andesitic 
Basalt）製のナイフ（破損品）で、計測値は長さ14.8㎝、
幅4.6㎝、厚さ1.8㎝、重さ123.3ｇである（写真6-7）。
図11-8は安山岩製（Andesite）の石斧（破損品）で、
計測値は長さ7.2㎝、幅4.0㎝、厚さ1.8㎝、重さ131ｇ
である（写真6-8）。

（2）	国後島の遺跡調査
国後島の自然環境については、右代・鈴木ほか（2011）

で報告しているので、ここでは省略する。現在、国後島
は古釜布を中心にロシア人約6,000人が居住し、サハリ
ン州南クリル地区行政府がおかれ、国後島と色丹島、歯

舞群島が管轄下におかれている。国後島では、ロシア人
が在住する古釜布、泊地域以外は、自然保護地区に指定
されている。このことから遺跡は保存状態が良く、発見
されていない遺跡も多く存在する。しかしながら、ここ
数年に択捉島と同様、2007年（平成19）より新クリル
発展計画で文化施設や住宅、インフラの整備が進められ、
学校、幼稚園、病院、文化会館（図書館、体育館、映
画･コンサートホールなど総合的な施設）、プールが新築
されている。現在、古釜布郷土博物館は閉館し、2年後
の新設に向け整備を進めている。また、インフラの整備
では、道路、港湾、空港などの産業基盤の整備が進んで
いる。この5年のなかで新クリル発展計画にともない、
古釜布や泊の周辺では、自然環境や遺跡が破壊されたも
のも多くみられる。

本調査は、国後島古釜布郷土博物館スコヴァティ
ツィーナ, V. M.館長と南クリル地区行政府グルシコー
ヴァ, G. U.文化課長と共同で、国後島の太平洋側の中
部地域で実施した（図3、図6、表2･3）。
①植古丹チャシ

この遺跡は、国後島中部、太平洋側に発達する海岸段
丘、標高約60～80ｍの台地上に位置し、遺跡は植古丹
川で切られる海岸段丘の左岸にある（図3-72、表3-72、
写真2-1）。遺跡の位置は、北緯44°06′45″、東経145°
53′56″である。ここでは、壕2カ所、テラス状平坦面2
カ所と平坦面1カ所を確認した（図4）。壕の規模は、先
端から幅1.5ｍ、深さ0.5ｍで、次は幅2.5ｍ、深さ1.5ｍ
である。テラス状平坦面は、先端から約16.5㎡、次は
約12.5㎡、奥は約60㎡である。また、奥の平坦面の山
側には高さ約1ｍの段が造られている。

アイヌ文化の典型的なチャシコツであり、河川に浸食さ
れた海岸段丘が突出した台地となった自然地形を利用し

図4　国後島植古丹チャシ（簡易測量）
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1 新場川河口遺跡 ○ ○ ○ 遺物包蔵地 続縄文土器、オホーツク式土器、突起付磨製石斧、ナイフ 2006年調査
2 オタベツ遺跡 ○ ○ ○ 遺物包蔵地 宇津内式土器、下田ノ沢式土器、オホーツク式土器、トビニタイ土器 2006年調査
3 ポドソブヌィ川河口遺跡 ○ ○ 遺物包蔵地 下田ノ沢式土器、オホーツク式土器 2006年調査
4 安渡移矢岬遺跡 ○ 遺物包蔵地 靴形石器、ナイフ、スクレーパー、ドリル 2006年調査
5 シラヌカドマリ遺跡 竪穴住居址

6 チノミノチ遺跡（チャシ）
竪穴住居址
チャシ（土塁）

7 留夜別村ウエンチャシ ○ チャシ
8 ウエンナイ遺跡 竪穴住居址

9 近布内遺跡 ○ ○ ○ 遺物包蔵地 宇津内式土器、下田ノ沢式土器、後北C2･D式土器、オホーツク式土
器、擦文土器、トビニタイ土器

2006年調査

10 古釜布砂丘遺跡（古釜布
アイヌ地） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竪穴住居址 幣舞式土器、三日月形石器 2006、2010、
2011、2012、
2015年調査竪穴住居址 興津式土器、石匙

墓 後北C2･D式土器、石匙、石槍、石鏃（無柄）、ガラス玉、人骨
竪穴住居址 オホーツク式土器
竪穴住居址 ガラス玉、小玉（ジャスパー製）
貝塚 オホーツク式土器、有角石斧、ガラス製玉

遺物包蔵地
北筒式土器、縄文後期土器、幣舞式土器、宇津内式土器、下田ノ沢式
土器、後北C2･D式土器、オホーツク式土器、ナイフ、擦切磨製石斧、
突起付磨製石斧、磨製石斧

11 古釜布湖岸遺跡（古釜布
湖付近） ○ 竪穴住居址 オホーツク式土器

12 古釜布大崎遺跡 竪穴住居址 2012年調査
13 古釜布市街地周辺 ○ ○ 遺物包蔵地 有茎先頭器、宋銭（景徳元宝）、鉄鍋、人骨
14 古釜布小学校校庭遺跡 ○ 竪穴住居址 蕨手刀（？）

15 ポンキナシリ遺跡 ○ ○
竪穴住居址 オホーツク式土器
遺物包蔵地 オホーツク式土器、トビニタイ土器

16 ボッケチャシ ○ チャシ（壕）
17 ボッケ岬遺跡 竪穴住居址

18 東沸湖畔遺跡 ○
竪穴住居址 土器、石器、骨
遺物包蔵地 縄文土器、宇津内式土器、下田ノ沢式土器

19 東沸湖岸遺跡（東沸川岸
遺跡） ○ ○ ○ ○

竪穴住居址 縄文晩期土器 2006年調査
竪穴住居址 後北式土器
竪穴住居址 オホーツク式土器

遺物包蔵地 続縄文土器、後北C2･D式土器、擦文土器、トビニタイ土器、石槍、靴
形石器

20 東沸川河口遺跡（東沸遺
跡） ○ ○ ○ ○ ○

竪穴住居址 縄文土器 2006年調査
竪穴住居址 オホーツク式土器

遺物包蔵地 北筒式土器、宇津内式土器、下田ノ沢式土器、後北C2･D式土器、トビ
ニタイ土器、靴形石器、突起付磨製石斧

21 東沸墓址（遺跡） ○ 墓 墓標
22 東沸湖フブシ岬チャシ ○ チャシ（2重の壕）

23 東沸湖チャランケウシ遺
跡 ○

竪穴住居址
遺物包蔵地 煙管

24 東沸湖チャランケウシ
チャシ ○ チャシ（土塁）

25 東沸川南方のチャシ ○ チャシ（土塁）
26 シロマンベツ川左岸遺跡 ○ 遺物包蔵地 幣舞式土器 2006年調査
27 ウエンナイ遺跡 竪穴住居址

28 泊川河口遺跡（泊遺跡） ○ ○ ○ ○
竪穴住居址 2007年調査

遺物包蔵地 北筒式土器、幣舞式土器、宇津内式土器、下田ノ沢式土器、オホーツ
ク式土器、石鏃、ナイフ、ドリル、突起付磨製石斧

29 泊村警察署遺跡 ○ ○ ○ 遺物包蔵地 突起付磨製石斧
30 エカンコタン遺跡 ○ ○ 遺物包蔵地 続縄文土器、オホーツク式土器 2010年調査

31 ゼンベコタンチャシ ○ チャシ（2重の壕） （ゼンベコタ
ン砦址）

32 センチャシ（セン砦址） ○ チャシ（2重の壕）
33 ゼンベコタン遺跡 竪穴住居址
34 米戸賀村ムシチャシ ○ チャシ

35 ソウスベツ川河口遺跡
（ソウスベツ川） ○

墓 石鏃、人骨、銅銭（穿孔あり）
遺物包蔵地 寛永通宝

36 米戸賀村カムイチセチャシ ○ チャシ

37 古丹消遺跡 ○ ○ ○
竪穴住居址 オホーツク式土器

遺物包蔵地 縄文土器、宇津内式土器、下田ノ沢式土器、後北C2･D式土器、オホー
ツク式土器、擦文土器、石斧、石器

2006年調査

38 小田富遺跡 ○ ○ ○ ○
竪穴住居址 土器片、銅銭（穿孔あり）、木炭、灰、焼土 2006年調査
墓 太刀、鐔、装飾品（銀製）、銅銭（穿孔あり）、石鏃
遺物包蔵地 幣舞式土器、下田ノ沢式土器、後北C2･D式土器、オホーツク式土器

39 小田富チャシ ○
竪穴住居址（方形、
3カ所）
チャシ（2重の壕）

40 秩苅別ローソク岩遺跡 遺物包蔵地 人骨

表2　国後島の遺跡一覧（１）
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41 秩苅別チャシ ○ チャシ

42 秩苅別遺跡特別教授場グ
ランド遺跡 ○ 遺物包蔵地 土器片、太刀、鐔、人骨、銅銭（穿孔あり）、銅銭（清の光著帝（徳宗）32

年、1906年）
43 秩苅別アイヌの山遺跡 竪穴住居址
44 秩苅別花見の丘遺跡 竪穴住居址

45 秩苅別川左岸遺跡 ○ 竪穴住居址 後北C2･D式土器 2009、2011
年調査

46 秩苅別川河口左岸遺跡 ○ 遺物包蔵地 オホーツク式土器 2009、2011
年調査

47 フシココタン川河口遺跡 竪穴住居址 （フシココタ
ン川付近）

48 温泉の沢遺跡 ○
竪穴住居址（方形
と円形、計3カ所）
遺物包蔵地 石鏃、黒曜石製石器、太刀

49 ヤイタイコタン遺跡 ○ ○ 遺物包蔵地 下田ノ沢式土器、鈴谷式土器、オホーツク式土器 2006年調査

50 ニキショロ海岸遺跡 ○ ○
竪穴住居址 縄文晩期土器群、石製小玉、有柄石鏃
遺物包蔵地 宇津内式土器、下田ノ沢式土器

51
アリゲル湖岸遺跡（ニキ
ショロシブチャリ川付
近）

○ ○ ○ ○
竪穴住居址 縄文晩期土器、石匙、炭、 2006、2010

年調査
遺物包蔵地 縄文晩期土器群、宇津内式土器、下田ノ沢式土器、オホーツク式土器、

擦文土器、トビニタイ土器、石匙、有柄石鏃、無柄石鏃

52 ニキショロ湖岸遺跡（ニ
キショロ湖付近） ○ ○ ○ ○

竪穴住居址 オホーツク式土器 2006年調査

石塚 有柄石鏃（縁が鋸歯状、赤褐色）、石鏃（黒曜石製）

遺物包蔵地
縄文晩期土器、幣舞式土器、宇津内式土器、下田ノ沢式土器、擦文土
器、トビニタイ土器、ドリル、スクレーパー、石鏃、石槍、突起付磨製
石斧

53 ニキショロ湖金比羅山遺
跡（チャシ） ○ ○

竪穴住居址 オホーツク式土器 2012年調査

チャシ（2重の壕） 太刀

54 ニキショロ湖沼口遺跡 ○ ○
貝塚 オホーツク式土器、鉄鍋 2010、2012

年調査
墓 盤石、人骨

55 カムイチャシ ○ チャシ
56 トショロ遺跡 竪穴住居址

57 シベトロ遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 遺物包蔵地
北筒式土器、縄文後期土器、幣舞式土器、宇津内式土器、下田ノ沢式
土器、後北C2･D式土器、オホーツク式土器、擦文土器、トビニタイ土
器

2006年調査

58 大滝村チャシ ○ チャシ

59 マイアチヌィ川河口遺跡
（地点不明） 遺物包蔵地 ドリル、ナイフ 2006年調査

60 スベノイマイアチヌィ川
河口遺跡（地点不明） ○ ○ ○ 遺物包蔵地 縄文後期土器、後北C2・D式土器、擦文土器、トビニタイ土器 2006年調査

61 ニキショロ湖沼口砂丘遺
跡 ○ 竪穴住居址、貝塚 2012年調査

62 ニキショロ湖西岸遺跡 ○ ○ 竪穴住居址 2010年調査

63 古釜布沼南岸遺跡 遺物包蔵地 剥片（黒曜石） 2010年調査

64 シロマンベツ川河口左岸
遺跡 ○ 遺物包蔵地 オホーツク式土器 2011年調査

65 シロマンベツ川河口右岸
台地遺跡 ○ ○ 遺物包蔵地 石刃鏃、つまみ付きナイフ、続縄文土器 2011年調査

66 チクニ川右岸台地遺跡 竪穴住居址
（円形1）

2015年調査、
縄文

67 チクニ川左岸台地遺跡 竪穴住居址
（円形1）

2015年調査、
縄文

68 オボロセ台地1遺跡 ○ 竪穴住居址
（方形1）

2015年調査

69 オボロセ台地2遺跡 竪穴住居址
（円形3）

2015年調査、
縄文

70 オボロセ台地3遺跡 竪穴住居址
（円形1）

2015年調査、
縄文

71 代々別川右岸台地遺跡 ○ ○
竪穴住居址（円形
7、フライパン形3、
方形2）

下田ノ沢式土器、後北C2･D式土器、石器類 2015年調査、
縄文

72 植古丹チャシ ○ チャシ（壕） 2016年調査

73 植古丹段丘遺跡 ○ 竪穴住居址 
（円形1）

2016年調査、
縄文

74 キナカイ川左岸遺跡 ○ 竪穴住居址 
（円形3）

2016年調査

75 キナカイ川右岸砂丘遺跡 ○ 竪穴住居址 
（方形1）

2016年調査

76 古釜布大岬東海岸岩面刻
画 線刻画 2016年調査、

明治～昭和

77 東沸川左岸1遺跡 ○ ○ 竪穴住居址 
（方形15）

後北C2・D式土器、擦文土器、石器類 2016年調査

78 東沸川左岸2遺跡 ○ ○ ○
竪穴住居址 

（円形42、フライ
パン形14、六角形
2、方形12）

下田ノ沢式土器、剥片（黒曜石） 2016年調査

79 ウラロクシベツ遺跡 ○ 竪穴住居址 
（方形4）

2016年調査

80 ヤイタイコタン2遺跡 ○ 竪穴住居址 
（六角形1）

2016年調査

表3　国後島の遺跡一覧（2）
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た丘先式のチャシある。遺物は、採集できなかった。時
期は遺構の状況から、アイヌ文化の時期に位置づけられる。
②植古丹段丘遺跡

この遺跡は、国後島中部、太平洋側に発達する海岸段
丘、標高約25～30ｍの海岸段丘上に位置し、植古丹川
の右岸にある（図3-73、表3-73、写真2-2）。遺跡の位
置は、北緯44°06′38″、東経145°53′52″である。ここで
は、竪穴住居址1軒を確認した。竪穴住居址の形状は六
角形で、規模は8ｍ×7ｍ、深さは約1ｍである。時期に
ついては竪穴住居址の形状からオホーツク文化の時期と
考えられる。遺物は、採集できなかった。遺跡の性格は、
集落址である。
③キナカイ川左岸遺跡

この遺跡は、国後島中部、太平洋側に発達する海岸段
丘、標高約10～11ｍの河岸段丘上に位置し、遺跡はキ
ナカイ川の左岸にある（図3-74、表3-74、写真2-3）。
遺跡の位置は、北緯44°05′49″、東経145°53′31″である。
ここでは、竪穴住居址3軒を確認した。竪穴住居址の形
状は円形で、規模は径約7～6ｍ、深さは約0.7～0.4ｍ
である。時期は竪穴住居址の形状と立地環境から続縄文
文化の時期と考えられる。遺物は、採集できなかった。
遺跡の性格は、集落址である。
④キナカイ川右岸砂丘遺跡

この遺跡は、国後島中部、太平洋側に発達する標高約
5～4ｍの砂丘上に位置し、遺跡はキナカイ川の河口右
岸にある（図3-75、表3-75、写真2-4）。遺跡の位置は、
北緯44°05′39″、東経145°53′21″である。ここでは、竪
穴住居址1軒を確認した。竪穴住居址の形状は円形で、
規模は径約8ｍ、深さは約0.4ｍである。遺跡の時期は、
竪穴住居址の形状と立地環境から続縄文文化の時期と考
えられる。遺物は、採集できなかった。遺跡の性格は、
集落址である。
⑤古釜布大岬東海岸岩面刻画

2015年の北方四島専門家学術交流において、サハリ

ン州郷土博物館のヴィジネフスキー, N. V. 館長から、
この岩面刻画の共同研究の提案があったものである。

この岩面刻画は、国後島中部、太平洋側の古釜布に発
達する海岸段丘の下に安産岩（Andesite）の巨礫で構
成する海岸の標高約1～2ｍに位置している（図3-76、
表3-76、写真3-1～2）。岩面刻画の位置は、北緯44°01′
45″、東経145°51′58″である。この地点で、高さ2.5ｍ、
幅2.4ｍ、厚さ3ｍの安産岩の巨礫に刻線された岩面刻
画を確認した。

刻線は、図5-1～6で示すように6のパターンがある
（図5、写真3）。図5-1は幅約14cmの「大」の字状のも
ので、刻線の幅は約1cm、深さは約0.7 cmで、断面が

「V」字状になっている（写真3-3）。図5-2は幅約13cm
の「の」の字状でのもので、刻線の幅は約1cm、深さは
約0.7 cmで、断面が「V」字状になっている（写真
3-3）。図5-3は幅約20cm、高さ約30cmのもので、刻線
の幅は約1～0.7cm、深さは約0.7cmで、断面が「V」
字状になっている（写真3-4）。図5-4は幅約43㎝、高さ
約46cmのもので、刻線の幅は約1～0.7cm、深さは約
0.7cmで、断面が「V」字状になっている（写真3-4）。
図5-5は幅約1cm、高さ約9cmの二つの刻線からなって
いる（写真3-5）。刻線の幅は約1cm、深さは約0.7cmで、
断面が「V」字状である。図5-6は幅約5cm、高さ約
8cmの長方形状のもので、右側の二角の刻線が飛び出て
いる（写真3-5）。刻線の幅は約0.7～0.5cm、深さは約
0.7cmで、断面が「V」字状になっている。

刻線で表現している具体的なものは断定できないが、
鉄製の道具を使用して刻線で描かれていることは判断で
きる。また、周辺の巨岩には、ロシア語で国後島上陸の
記念で記されたものや落書き的なものも存在する。写真
3-6は、キリル文字でЗ.Н.Г.と名前のイニシャルと
1931年と1952年4月24日と年月日が記されている。こ
れらも同様に鉄製の道具で刻線されている。この事例や
刻線の観察から先史文化の時期ではなく、明治～昭和の

図5　国後島古釜布大岬東海岸の岩面刻画
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ころに描かれたものと推察できる。ここで発見された刻
線は、見方では日本の文字的なものや模様的なものがあ
るが、広い意味を持たせここでは岩面刻画として扱うこ
ととした。今後の調査課題とし、類例の発見を期待する
こととする。
⑥東沸川左岸1遺跡

この遺跡は、国後島中部、東沸湖から太平洋側に流れ
る東沸川の河岸段丘、標高約5～7ｍの台地上に位置し、
東沸川の南東側左岸に接している（図3-77、図6、表
3-77、写真2-5）。遺跡の位置は、北緯43°54′31″、東経
145°38′43″である。また、標高4～5ｍになると湿地が
広がり遺跡の確認はできない。ここでは、竪穴住居址
15軒を確認した（図6）。竪穴住居址の形状は、全て方
形である。竪穴住居址の規模は、約10～7.5ｍ、深さは
約1ｍである。また、河川蛇行部の浸食で遺跡の一部が
崩され、その地点で土器5点、石器2点、フレーク1点の
遺物を採集した。時期は、竪穴住居址の形状と立地環境、
採集遺物から続縄文文化（前半）、擦文文化（晩期）の
時期と考えられる。遺跡の性格は、比較的規模の大きな
擦文文化の集落址である。

採集した主な遺物は、次のとおりである。
1 ）土器は、図12-1～4に示したものである（写真

6-9～12）。図12-1～3は、続縄文文化の胴部片と底部
片で、下田ノ沢2式土器である。この土器の時期は、紀
元前後ころに位置づけられる（写真6-9～11）。

図12-4は、擦文土器の口縁部から胴部の土器片で、
口縁部に短刻文、胴部に斜位の沈線文が施されている

（写真6-12）。この特徴から擦文文化晩期に位置づけら
れ、12世紀ころに位置づけられる（鈴木 2006）。

2 ）石器は、図12-5･6に示したものである（写真
6-13･14）。図12-5は黒曜石（Obsidian）製の石鏃（破
損品）で、計測値は、長さ1.8㎝、幅1.5㎝、厚さ0.3㎝
で、重さ0.9ｇある（写真6-13）。図12-6は黒曜石製の
石鏃（破損品）で、計測値は、長さ1.8㎝、幅1.0㎝、厚
さ0.2㎝、重さ0.5ｇである（写真6-14）。
⑦東沸川左岸2遺跡

この遺跡は、国後島中部、東沸湖から太平洋側に流れ
る東沸川の河岸段丘、標高約5～7ｍの台地上に位置し、
東沸川の北東側左岸に接している（図3-78、図6、表
3-78、写真2-6）。遺跡の位置は、北緯43°54′33″、東経
145°38′42″である。また、標高3～4ｍになると湿地が
広がり遺跡の確認はできない。ここでは、竪穴住居址
70軒を確認した（図6）。竪穴住居址の形状は、円形42
軒、フライパン形14軒、六角形2軒、方形12軒である。
竪穴住居址の規模は、円形で径約10～7.5ｍ、深さは約
1ｍ、フライパン形で径約8～6.5ｍ、深さ約1.5～1ｍ、
六角形で約12ｍ×9ｍ、深さ約1.5ｍ、方形で8～7.5ｍ、

深さ約1ｍである。また、竪穴住居址の一部が崩された
地点で土器2点、フレーク2点の遺物を採集した。時期は、
竪穴住居址の形状と立地環境、採集遺物から続縄文文化、
オホーツク文化、擦文文化の時期と考えられる。遺跡の
性格は、大規模な集落址である。

採集した主な遺物は、次のとおりである。
1 ）土器は、図12-7に示したものである（写真6-15）。

続縄文文化の下田ノ沢2式土器の口縁部片である。この
土器の時期は、続縄文文化前半の紀元前後ころに位置づ
けられる。
⑧ウラロクシベツ遺跡

この遺跡は、国後島中部、東沸川河口から南西に約
2.5kmのウラロクシベツ川の左岸、標高約5～6ｍに位
置している（図3-79、表3-79、写真2-7）。遺跡の位置
は、北緯43°53′29″、東経145°37′32″である。また、遺
跡の対岸は急峻な崖になっている。ここでは、竪穴住居
址4軒を確認した。竪穴住居址の形状は、全て方形であ
る。竪穴住居址の規模は、約6～5ｍ、深さは約0.7ｍ、
である。竪穴住居址の形状や立地環境から擦文文化の時
期と考えられる。遺跡の性格は、集落址である。現在、
この地域の自然環境保護の監視施設があり、河川側に遺
跡がある。調査の時、ウラロクシベツ川には、サケが遡
上していた。遺跡の立地環境では、良好な遺跡である。
⑨ヤイタイコタン2遺跡

この遺跡は、国後島中部、オホーツク海側の砂丘、標
高約5ｍに位置し、中ノ川河口から0.7kmある（図3-80、
表3-80、写真2-8）。遺跡の位置は、北緯44°02′11″、東
経145°42′56″である。また、ここでは、竪穴住居址1軒
を確認した。竪穴住居址の形状は、六角形1軒である。
竪穴住居址の規模は、約8ｍ×7ｍ、深さ約0.7ｍである。
時期は、竪穴住居址の形状と立地環境からオホーツク文
化の時期と考えられる。遺跡の性格は、集落址である。
遺物は、採集できなかった。

以上、現地調査の成果として、新しく確認した遺跡は、

図6	 国後島東沸周辺の遺跡分布
	 （国土地理院、数値地図50,000（地図画像）の国後島東沸の一部

を使用）

0 500m

東沸川左岸 1遺跡

東沸川左岸 2遺跡

東沸川河口遺跡
東沸墓址 ( 遺跡 )
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縄文文化、続縄文文化、オホーツク文化、擦文文化、ア
イヌ文化の時期であった。択捉島では、戦後初めての考
古学調査でもあり、この調査で8カ所の遺跡を確認した

（図1、表1）。国後島では、この調査で9カ所を新たに確
認し、これまで確認した遺跡に加えると合計80カ所に
なる（図3、表2･3）。

特に、択捉島のナヨカの地域では、縄文時代前期の古
い時期の遺跡データを新たに得ることができた。さらに、
別飛では、温泉川を中心に時期ごとに遺跡の立地が明確
に違うことが明らかになった。段丘上の遺跡は縄文文化
中期末から初頭、続縄文文化の前半期、低位の河岸段丘
の遺跡では続縄文文化前半から後半、内陸の砂丘から海
岸の砂丘にかけて、オホーツク文化、トビニタイ、アイ
ヌ文化と遺跡の時期が変遷することが明らかになった

（図2）。これは、過去の環境の変化、低地における海岸
線の変化が影響しているものと考えられ、時期ごとに人
が住みやすい環境を選択していた証となる遺跡群であ
る。　

国後島では東沸川の左岸で擦文文化の集落、河川に
沿ってやや内陸側で続縄文文化の集落が確認できたこと
が大きな成果である（図6）。これも、択捉島別飛の温
泉川に位置する遺跡群と同様に過去の環境変化にたいし
人が住みやすい環境を選択していた結果が示されている
良好な遺跡である。また、植古丹チャシの発見、岩面刻
画の調査も特筆する成果である（図4･5）。

3	 学術交流

この学術交流は、外務省の「ビザなし交流・専門家交
流事業」の研究者招聘事業の助成を受け実施したもので
ある。招聘した専門家は、国後島古釜布郷土博物館のス
コヴァティツィーナ, V. M.館長（考古･民俗学）をはじ
め、南クリル地区行政府のグルシコーヴァ, G. U.文化
課長（郷土史）、サハリン州の地域生年軍事愛国社会基
金のツィガノフ, A. B.スミムイニ支部長（戦争史、考古
学）が加わり共同調査を実施した。この共同調査は、北
海道と四島の専門家の博物館交流として実施しているも
ので、専門家の要望もあり、共通の課題として北海道南
部の歴史･文化と史跡保存、災害復興と観光をテーマに
現地調査を行うこととした。

学術的な交流の目的は、第一に北海道の歴史･文化が
どのように認識されているか、第二に史跡がどのように
保存され活用されているか、第三に北海道内の博物館が
どのような方法で持続可能な管理･運営をおこなってい
るかである。

この調査は2016年（平成28）10月10日～10月15日
の6日間であり、北海道南部の博物館や史跡、文化施設

などの調査を実施した。共同調査のテーマとして、第一
に北海道南部の歴史･文化、第二に災害復興と観光であ
り、次の調査を実施した。

（1）	北海道南部の歴史・文化
このテーマでは、北の縄文遺跡群の世界遺産登録に向

けた活動状況、北海道南部の歴史･文化の活用状況と史
跡整備について現状を把握することを目的とし、博物館
が地域に果たす役割について検討する機会とした。
①北の縄文遺跡群の世界遺産登録に向けた活動

ここでは、函館市縄文文化交流センター、国指定史跡
「大船遺跡」、国指定史跡「垣ノ島遺跡」、国指定史跡
「入江･高砂貝塚」を訪問して調査を行った。

この世界遺産登録に向けた取組は、北海道だけではな
く青森、秋田、岩手の3県を含めた広域のものであり、
特に「北の縄文道民会議」や様々な市民レベルでの登録
に向けた活動について関心をもち縄文文化の価値や重要
性について調査を行った。また、世界遺産登録に関連す
る史跡の保護、史跡の復元などの現状について調査を
行った。

函館市縄文文化交流センターでは、展示の技術、照明、
パネルや写真、標本などの演出、展示環境を重点的に調
査した。特に国宝「中空土偶」の特殊な展示や環境、展
示ケースの仕様を調査した。虻田町の入江･高砂貝塚で
はガイダンス施設と野外の史跡運営や保存、竪穴住居の
復元などを調査した（写真7-5）。

この調査では、北方四島の縄文文化の重要性やその文
化的価値、史跡の保存活用について共通の課題となった。
②北海道南部の歴史・文化と史跡整備

ここでは、松前町の郷土博物館、国指定史跡「松前
城」、松前藩屋敷、上ノ国町の国指定史跡「勝山館」、重
要文化財「旧笹浪家住宅」、江差町の江差追分会館、開
陽丸青少年センター、檜山爾志郡役所（郷土資料館）を
調査した。

北海道の歴史認識として、専門家より松前藩成立以前
と以後の歴史を調査することが求められ、さらに地域の
文化遺産として継承されている神楽などの民俗芸能、当
時のアイヌ文化について調査を行った。さらに、地域博
物館の役割と国指定史跡の整備と活用、それにともなう
ガイダンス施設の管理･運営について調査した。特に、
松前、上ノ国、江差と北方四島の歴史的なつながりを各
博物館の展示をつうじ認識を深める絶好の機会となった。

松前町の歴史･文化の具体的な調査内容は、松前藩の
歴史やそれにまつわる甲冑や刀などの資料、「七社祭礼」
の江戸時代の祭礼行事や山車、松前城下の庶民生活と道
具、北前船がはたした商業経済、アイヌ民族との交易、
クナシリメナシの戦い、アイヌの民族資料などである
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（写真7-1･2）。
上ノ国町の歴史・文化の具体的な調査内容は、勝山館

が築造された歴史的経緯、道南十二館との関係、交易の
状況、夷王山墳墓群の埋葬法、これまでの史跡整備の状
況、勝山館ガイダンス施設と旧笹浪家住宅の運営･管理
などである（写真7-3）。

江差町の歴史･文化の具体的な調査内容は、姥神大神
宮渡御祭とその13台の山車など伝統文化、江差追分の
継承活動、箱館戦争と開陽丸、開陽丸の発掘方法、歴史
的建造物の博物館利用などである。

また、根室市では、（公財）北海道埋蔵文化財セン
ターが発掘調査している別当賀1番沢川遺跡を視察した

（写真7-6）。縄文時代中期末から後期初頭の時期で、北
方四島にも同様な縄文文化が拡がっている。

（2）	災害復興と観光
ここでは、胴爺湖･有珠山を中心とするユネスコ世界

ジオパークの整備状況と災害後の復興について調査した。
北方四島では、1994年（平成6）10月に発生した「北
海道東方沖地震」の震源が近かった色丹島が一番の被害
を受けている。極東一であった水産コンビナートや文化
会館は半壊、学校や住宅が全壊する大きな被害があった。
国後島や択捉島でも津波で住宅が流された地域もあり、
択捉島の軍事病院が全壊し死者もでている。この調査の
背景には北方四島と共通する課題があり、胴爺･有珠ユ
ネスコ世界ジオパークでは、1977年（昭和52）火山遺
構公園、胴爺湖火山科学館、胴爺湖ビジターセンター、
洞爺湖森林博物館、昭和新山、有珠山を調査した（写真
7-4）。

さらに、有珠山や昭和新山の噴火歴史と災害復興を進
めた環境整備について調査を行った。特に、火山噴火と
災害の教育、観光事業への活用について、現地でその状
況を確認しながら調査を行った。また、豊かな自然環境
と災害を観光と結びつけ運営していることに興味を示し
ながら調査を行った。北方四島の専門家は、文化･観光
資源の開発に結びつけることが可能であるとの考えを
もった。特に、この世界ジオパークを訪れる観光客の多
さに驚きを示していた。

このように、今回の学術交流により北海道の歴史認識
を深め、史跡や遺跡、各博物館の活動の情報をえたこと
は北方四島での歴史･文化資源の活用につながる重要な
ことであった。共同調査を行った専門家は、この学術交
流の重要性を実感する機会となった。また、北海道の世
界遺産への登録活動と史跡整備や胴爺・有珠のユネスコ
世界ジオパークの活動、博物館の展示や運営、活動、文
化財保護思想などの情報は、国後島で新設する博物館の
ありかたを検討する要素となった。

このように北方四島の専門家との共同調査が、北方領
土問題を越えた共通の歴史･文化の発展につながるとと
もに、今後も両地域の共通の課題を解決するため歴史･
文化の学術交流は重要であること認識したことは大きな
成果である。

4	 おわりに

これまで、2016年（平成28）に実施した本研究の成
果と学術交流の概要について示してきた。今年度は、択
捉島と国後島の考古学的調査、学術交流として専門家を
招聘し、北海道南部の博物館や史跡を中心に調査を実施
した。この研究成果は、択捉島中部オホーツク海側で8
カ所、国後島中部地域で8カ所の遺跡を新たに確認し、
これに加え古釜布の大岬東海岸で発見された岩面刻画を
調査した。これらの遺跡は時期や環境の変化に対応しな
がら築かれていたことが明らかになった。これは、北方
四島のみならず北方域の先史文化を構築する手掛かりと
なる基礎データである。

しかしながら、択捉島と国後島では、2007年（平成
19）からの新クリル発展計画の整備で破壊される遺跡
もいくつかみられた。現在もなお継続されている可能性
がある。その対応として、早急に記録だけでものこすこ
とが大切であることを痛感した。

学術交流である専門家招聘では、継続して北方四島と
の共通の課題である博物館交流、史跡･文化財の保護、
両地域の歴史･文化の認識など北海道内で調査を実施し
た。この調査では、北方領土問題を越えた歴史･文化の
交流の重要性、文化遺産の大切さなど、これまでと同様
に同一的な認識のもとで進めることができた。

本研究が果たす学術交流の役割と、北方四島の専門家
が果たす役割については、多くの様々な課題が山積して
いるのが現状である。しかしながら、この学術交流では
これまでの交流で理解できるように、課題解決にむけた
理解が一層、深まってきているのも事実である。人的な
学術交流はもとより、博物館交流の課題としては歴史･
文化的な情報の共有化や展示活動、文化財資源の評価、
文化財資源の整備･活用、収蔵資料の保存活用など、基
礎的な整備が重要になってくることは間違いない。将来
的には課題解決の一つとして、遺跡の地形測量、さらに
発掘調査など、共同で実施できることを願っている。こ
れは歴史･文化の解明、歴史教育の資源としても計り知
れない成果が期待できる。また、発掘調査は、現地での
学校教育の教材として、地域の社会教育的な資源として
活用されることは確実であろう。

この研究が果たす学術交流は、このように北方四島の
歴史･文化遺産の認識を深め、文化財保護活動や博物館

右代啓視ほか　千島列島における人類活動史の考古学的総合研究（Ⅱ）﻿

95

07-右代.indd   95 2017/03/13   14:53:15



Title:07- 右代 .indd　p96　2017/03/07/ 火 17:18:01 Title:07- 右代 .indd　p97　2017/03/07/ 火 17:18:01

活動を推進することで北方領土問題の解決に大きく貢献
できるものと期待している。
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なお、本研究で実施している北海道内博物館･史跡な
どの学術交流の共同調査は、外務省「ビザなし交流・専
門家交流事業」研究者招聘事業の助成を受け実施したも
のである。また、科学研究費助成基金助成金（基盤研究

（C）、課題番号25370900、研究代表者:鈴木琢也）｢古
代日本列島北部地域における文化集団の移動に関する基
礎研究｣ の一部を使用し実施した。
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図7	 択捉島別飛温泉川左岸河口1遺跡・別飛温泉川左岸河口2遺跡採集の遺物
	 （1～7：別飛温泉川左岸河口1遺跡、8～16：別飛温泉川左岸河口2遺跡）
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図8　択捉島別飛温泉川左岸河口2遺跡採集の遺物
5 ㎝0

7 8 9

10 11

12 14

15

13

16

1 2

3

4 5 6

5 ㎝0

7 8 9

10 11

12 14

15

13

16

1 2

3

4 5 6

北海道博物館研究紀要　第2号　2017年

98

07-右代.indd   98 2017/03/14   14:30:14



Title:07- 右代 .indd　p99　2017/03/07/ 火 17:18:01

5 ㎝0

1 2 3

4

5 6

7 8 9

10 11 12

13

1514

16図9　択捉島別飛温泉川河口2遺跡採集の遺物
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図10　択捉島別飛温泉川左岸段丘遺跡採集の遺物
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図11	 択捉島ヤンケトウ1遺跡・ヤンケトウ2遺跡採集の遺物
（1：ヤンケトウ1遺跡、2～8：ヤンケトウ2遺跡）
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図12　国後島東沸川左岸1遺跡・東沸川左岸2遺跡採集の遺物
（1～6：東沸川左岸1遺跡、7：東沸川左岸2遺跡）
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写真1　択捉島調査遺跡

1　別飛温泉川左岸河口1遺跡 2　別飛温泉川左岸河口2遺跡

3　別飛温泉川左岸竪穴群遺跡 4　別飛温泉川左岸段丘遺跡

5　別飛温泉川右岸遺跡 6　別飛砂丘遺跡

7　ヤンケトウ1遺跡 8　ヤンケトウ2遺跡
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写真2　国後島調査遺跡

1　植古丹チャシ 2　植古丹段丘遺跡

3　キナカイ川左岸遺跡 4　キナカイ川右岸砂丘遺跡

5　東沸川左岸1遺跡 6　東沸川左岸2遺跡

7　ウラロクシベツ遺跡 8　ヤイタイコタン2遺跡
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写真3　国後島古釜布大岬東海岸岩面刻画

1　岩面刻画調査状況

3　岩面刻画（1･2） 4　岩面刻画（3･4）

5　岩面刻画（5･6） 6　岩面に記されたキリル文字

2　岩面刻画全景
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写真4　択捉島別飛温泉川左岸河口1遺跡･別飛温泉川左岸河口2遺跡採集の遺物
 （1～7：別飛温泉川左岸河口1遺跡、8～32：別飛温泉川左岸河口2遺跡、S=1/2）
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写真5　択捉島別飛温泉川左岸河口2遺跡･別飛温泉川左岸段丘遺跡採集の遺物
 （1～16：別飛温泉川左岸河口2遺跡、17～26：別飛温泉川左岸段丘遺跡、1～24：S=1/2、25･26：S=2/3）
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写真6　択捉島ヤンケトウ1遺跡･ヤンケトウ2遺跡･国後島東沸川左岸1遺跡･東沸川左岸2遺跡採集の遺物
 （1：ヤンケトウ1遺跡、2～8：ヤンケトウ2遺跡、9～14：東沸川左岸1遺跡、15：東沸川左岸2遺跡、
 1～3･9～12･15：S=1/2、4～8･13･14：S=2/3）
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写真7　学術交流調査

1　国指定史跡松前城資料館 2　国指定史跡松前城

3　国指定史跡勝山館ガイダンス施設 4　洞爺湖火山科学館

5　国指定史跡入江・高砂貝塚ガイダンス施設 6　根室市別当賀一番沢川遺跡
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�

Comprehensive Archeological Research 
on the History of Human Activity on the Kuril Islands (II):
With Particular Focus on the Research of Prehistoric Culture of the Four Northern Islands

Hiroshi USHIRO, Takuya SUZUKI, and V. M. SUKOVATITSYNA

�

The Kuril Islands, which stretch between 
Kamchatka and Hokkaido, is a region that lacks 
fundamental data – an empty domain regarding 
the research of the history of human activity from 
the Paleolithic culture to the Ainu culture. However, 
as far as the research of Hokkaido’s prehistoric and 
Ainu culture is concerned, an important factor is 
that it is clear that like the Sakhalin route to the 
north, the Kuril route to the east also crossed with 
different cultures.  

Therefore, this research – implemented from 
2015 as a four-year plan – was established as a 
comprehensive project to accomplish new archeo-
logical research on the Northern Territories, based 
the results of research carried out from 2005 to 2013. 
In order to develop the studies carried out to date, 
the aim of this research was, firstly, to comprehen-
sively clarify the Kuril Islands’ history of human activ-

ity and; secondly, to build friendly relations and 
further deepen museum exchanges and awareness 
of history in both regions by developing academic 
exchanges. 

The results for 2016 identified 17 new sites along 
the coastal region on the Okhotsk Sea side of 
Central Etorofu Island and the coastal region of the 
Pacific Coast side of Central Kunashiri Island from 
the early Jomon culture, the end of the middle to 
early late Jomon culture, the Zoku-Jomon cultural 
period, the early to late Okhotsk culture, and the 
last stages of Satsumon culture. Furthermore, studies 
of academic exchanges involved joint research on 
the themes of “Southern Hokkaido history and cul-
ture” and “disaster reconstruction and tourism” at 
community museums, historical remains and cul-
tural facilities in Hakodate, Matsumae, Kaminokuni, 
Esashi, and other locations. 

RESEARCH REPORT

Hiroshi USHIRO and Takuya SUZUKI : History Studies Group, Research Division, Hokkaido Museum  
V. M. SUKOVATITSYNA : Yuzhno-Kuriljskij Regional Museum
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